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東京情報大学と柏の葉高等学校における
情報教育に関する高大連携事業の取組と成果















On the Efforts of Coordination between Tokyo University of Information 
Sciences and Kashiwanoha High School and their Achievements in the 
Field of Information Sciences Education
Takafumi NAMEKAWA＊, Ken JINNO＊＊ and Hideo SUZUKI＊＊＊
Since Sept. 2006, Tokyo University of Information Sciences and Kashiwanoha High School have made a contract of 
a cooperative relationship in the developing projects on better educations and researches in the field of information sciences, 
and the fostering projects on human resources as future teachers with seasoned knowledge in information sciences education 
fields.
In Aug. 2007, we held the first research forum of information sciences education at Tokyo University of Information 
Sciences. The forum is supported by the department of information sciences education, the Chiba prefectural high schools’ 
educational study council every year. At the forum, various research achievements on information sciences education, 
seminars, tutorial lectures, and educational practices were presented, introducing a number of inventive approaches, with a 
goal of improving lessons and lectures in the field. The number of participants of the forum is increasing year by year, which 
demonstrates our contribution to a networking among teachers in the field of information sciences education. 
In Aug. 2012, the fifth all Japan research congress of the Japan high schools’ educational study council for information 
sciences education was held at Tokyo University of Information Sciences, Chiba, Japan. We had a chance to make 
presentations on the efforts and the achievements of our various cooperative projects, then.
In this paper, by reviewing the last 6 forums, we present a description of the efforts and the achievements of various 
cooperative projects between Tokyo University of Information Sciences and Kashiwanoha High School.
Keywords: high school and university cooperation, information education, forum, education material development, 
information exchange between high school and university teachers
　 　
　　＊千葉県立柏の葉高等学校 2012年12月５日受理
Chiba Prefectural Kashiwanoha High School
　＊＊東京情報大学　総合情報学部　教養・教職・学芸員課程
Tokyo University of Information Sciences, Faculty of Informatics, Liberal Arts and Education for Teachers and Curators
＊＊＊東京情報大学　総合情報学部　環境情報学科







































































































































































































































































































































































































































































































1 大学教授の授業は新鮮でしたか。 27 8 3 0 0 0 38
2 講義内容は興味がもてるものでしたか。 28 10 0 0 0 0 38
3 講義内容はよく理解できましたか。 6 26 5 1 0 0 38
4 TV会議システムを利用して受講する形式
はよかったですか。
19 12 6 1 0 0 38
5 90分という講義時間はよかったですか。 12 14 8 3 0 1 38
6 大学での学びに対して興味・関心が高まり
ましたか。
23 11 4 0 0 0 38
7 進路選択をする上で参考になりましたか。 10 14 11 3 0 0 38
8 今後も大学教授などの専門知識を持った人
の授業をうけたいですか。
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表５　平成23年度１学期末の時点でのプログラミング講座のアンケート結果
プログラミング講座　アンケート集計（１学期）













1 大学教授の授業は新鮮でしたか。 23 6 1 0 0 30
2 講義内容は興味がもてるものでしたか。 22 7 0 1 0 30
3 講義内容はよく理解できましたか。 9 7 10 4 0 30
4 TV会議システムを利用して受講する形式
はよかったですか。
25 5 0 0 0 30
5 90分という講義時間はよかったですか。 11 9 4 6 0 30
6 大学での学びに対して興味・関心が高まり
ましたか。
18 8 3 1 0 30
7 進路選択をする上で参考になりましたか。 10 10 7 2 1 30
8 今後も大学教授などの専門知識を持った人
の授業をうけたいですか。
22 8 0 0 0 30
9 プログラミングに関する興味関心が受講前
よりも高まりましたか。
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収することができている。
（３）地域の教育力の向上
　このフォーラムが、両校の向上だけにとどま
らず、千葉県の情報教育力向上に少しでも貢献
できれば幸いである。
５．おわりに
　コンピュータの進化とともに、インターネッ
ト、メール、Web、携帯電話、掲示板、blog、
twitter、facebook、SNS、携帯端末、iPhone、
Android、iPadなど新しい装置と機能の出現に
より、現代社会の情報化の進展の速度は非常に
速い。
　情報が氾濫してくると、情報を扱うすべての
人が、情報リテラシーを正しく理解する必要が
ある。情報リテラシーを学んでいなかったり、
正しく理解していないとトラブルに巻き込まれ
てしまう。
　身近にいつも手にしている携帯端末がネット
ワークに接続されることによって、情報がい
つでも簡単に入手できる世の中となっている。
人々が常時ネットに接続されていることによ
り、様々な情報が氾濫し、次々とネットに関す
るトラブルや問題が発生している。トラブルや
問題に対応していくためには、情報リテラシー
教育は情報モラル教育を取り込む形で、常に進
化していかなくてはならない。一昔前は、情報
教育と言えば、単なる情報操作教育や単なる情
報リテラシー教育のことであった。今では、情
報モラル教育を取り込んだ、進んだ形の情報リ
テラシー教育を、大きな意味での情報教育と呼
ぶことが多い。
　情報教育は、高等学校や大学でのみ行えばよ
いものではない。小学校、中学校、高等学校、
大学と、子どもたちの発達段階を踏まえたもの
でなければならない。また、小中間、中高間、
高大間との接続をもたせ、組織的・計画的に進
めていく必要がある。
　この試みが２校間だけの交流だけで終わるこ
となく、高度情報推進社会を支えていく学校教
も少なくない。情報の専門学科を有する柏の葉
高等学校での教育実習は、普通教科、専門教科、
両方の指導について学ぶことができ、本学の学
生にとっては非常に貴重な体験の場になってい
る。
　②情報科の教員となる大学生への指導
　次年度より教員となる学生を、柏の葉高等学
校で「インターンシップ生」として受け入れて
もらっている。卒業までの短い期間ではある
が、教育実習よりもさらに密度の高い研修を行
い、実践的指導力を身に付けさせている。
　指導してもらっている学生たちも、次年度か
ら自分が実際に教員としてやっていくために必
死になって学び、短期間ではあるが非常に効果
的な学びの場を得ている。
４．連携の成果
（１）高校生・大学生にとっての成果
　連携の成果は数多くあるが、まずは生徒・学
生たちへの高い教育効果があげられる。高校生
にとっては、より専門的な内容に触れることを
通して、高度な知識や技能を習得することがで
きる。
　高校３年生になってもなかなか進路を決める
ことができない高校生にとっては、早い段階で
大学の学習内容や環境を知ることで、より具体
的な進路を考えることができ、学習意欲・進路
意識（キャリア教育）の向上に大きな成果が上
がっている。
　大学生にとっても、教育実習、インターン
シップでの経験は、より実践的な学びの場と
なっている。
（２）大学・高校の教員の指導力の向上
　連携をとおして、同じ学校種の中での実践で
は得られない、広い視野と専門的な指導力を得
ることができている。
　高校の教員にとっては、専門的な内容を指導
するための知識や技術を、大学の教員にとって
は、高校での学習内容を踏まえた指導内容の検
討や、高校の教員の生徒指導の知識や技術を吸
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育の情報教育指導者の一つの参考例になれるよ
うさらに工夫改善を積み重ねていきたい。
【参考文献】
［１］ 中央教育審議会：「初等中等教育と高等教育と
の接続の改善について（答申）」（1999. 12. 16），
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chuuou/
toushin/991201.htm
［２］ 中央教育審議会：「大学入学者選抜の改善をは
じめとする高等学校教育と大学教育の円滑な
接続と連携の強化のための方策について（諮
問）」（2012. 8. 28），http://www.mext.go.jp/b_
menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1325060.
htm
［３］ 小泉宣夫監修，畠中伸敏，布広永示編著：「情
報心理～情報メディアと行動心理～」日本文
教出版（2009. 4）．
